
 

  

 前任
ぜんにん

の山地
や ま ぢ

に代
か

わり、4月
がつ

３０日
にち

から上
かみ

小岩
こ い わ

小学校
しょうがっこう

の栄養士
えいようし

となりました髙
たか

橋
はし

真樹子
ま き こ

です。調理員
ちょうりいん

としっかり

連携
れんけい

をして、上
かみ

小岩
こ い わ

小学校
しょうがっこう

の安心
あんしん

・安全
あんぜん

で美味
お い

しい給 食
きゅうしょく

作
づく

りに努
つと

めて参
まい

りますので、どうぞよろしくお願
ねが

いいた

します。 

 さて、新
しん

年
ねん

度
ど

が始
はじ

まって１か月
げつ

がたちましたが、心
こころ

や体
からだ

に疲
つか

れが出
で

ていないでしょうか？ 朝
あさ

なかなか起
お

きら

れなかったり、日
にっ

中
ちゅう

ボーッとしたり、食
しょく

欲
よく

がないなど、気
き

になる症
しょう

状
じょう

がある場
ば

合
あい

は、生
せい

活
かつ

リズムを見
み

直
なお

してみ

ましょう。 
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起
お

きたら、 

朝
あさ

日
ひ

を浴
あ

びる 

 

 

朝食
ちょうしょく

をよくかんで

食
た

べる 

 

朝
ちょう

食
しょく

後
ご

に、 

トイレ
と い れ

へ行
い

く 

習
しゅう

慣
かん

をつけま 

しょう。 

 

 

昼
ひる

間
ま

は外
そと

で体
からだ

を

動
うご

かす 

 

食
しょく

事
じ

は決
き

まった

時
じ

間
かん

に食
た

べる 

 

早
はや

めに 

布
ふ

団
とん

に入
はい

る 

 

寝
ね

る前
まえ

に、ゲーム機
き

や 

スマホを見
み

る 

のはやめ 

ましょう。 

 



 

５月
がつ

５
いつ

日
か

は、国
こく

民
みん

の祝
しゅく

日
じつ

「こどもの日
ひ

」ですが、男
おとこ

の子
こ

の健
すこ

や

かな成
せい

長
ちょう

を祝
いわ

う「端
たん

午
ご

の節
せっ

句
く

」でもあります。節
せっ

句
く

と名
な

のつく行
ぎょう

事
じ

はほかに、１月
がつ

７
なの

日
か

の「人
じん

日
じつ

の節
せっ

句
く

」、３月
がつ

３
みっ

日
か

の「上
じょう

巳
し

の節
せっ

句
く

」、７月
がつ

７
なの

日
か

の「七
しち

夕
せき

の節
せっ

句
く

」、９月
がつ

９
ここの

日
か

の「重
ちょう

陽
よう

の節
せっ

句
く

」があ

り、まとめて「五
ご

節
せっ

句
く

（五
ご

節
せっ

供
く

）」と呼
よ

ばれます。 

中
ちゅう

国
ごく

から伝
つた

わった風
ふう

習
しゅう

が日
に

本
ほん

独
どく

自
じ

の行
ぎょう

事
じ

に変
へん

化
か

したもので、

行
ぎょう

事
じ

食
しょく

には、健
けん

康
こう

で幸
しあわ

せに暮
く

らせるようにという願
ねが

いが込
こ

められ

ています。それぞれの節
せっ

句
く

には、邪
じゃ

気
き

（病
びょう

気
き

や災
さい

難
なん

を起
お

こす悪
わる

い

気
き

）を払
はら

うとされる季
き

節
せつ

の植
しょく

物
ぶつ

が用
もち

いられているのも特
とく

徴
ちょう

です。 

 

こどもの日
ひ

は「こどもの人
じん

格
かく

を重
おも

んじ、

こどもの幸
こう

福
ふく

をはかるとともに、母
はは

に感
かん

謝
しゃ

する」日
ひ

として定
さだ

められており、本
ほん

来
らい

は、端
たん

午
ご

の節
せっ

句
く

とは別
べつ

の 行
ぎょう

事
じ

です。 

 

 
７種

しゅ

類
るい

の若
わか

菜
な

を入
い

れた「七
なな

草
くさ

がゆ」を食
た

べて、一
いち

年
ねん

の 

無
む

病
びょう

息
そく

災
さい

を願
ねが

います。若
わか

菜
な

は、セリ、ナズナ、ゴギョウ、 

ハコベラ、ホトケノザ、スズナ、スズシロで、春
はる

の七
なな

草
くさ

 

ともいいます。 

 

「ひな祭
まつ

り」の名
な

で親
した

しまれ、桃
もも

の花
はな

やひな人
にん

形
ぎょう

を飾
かざ

り、 

女
おんな

の子
こ

の健
すこ

やかな成
せい

長
ちょう

を祝
いわ

います。行
ぎょう

事
じ

食
しょく

には、「ちらし 

ずし」「はまぐりのうしお汁
じる

」「ひしもち」 

「ひなあられ」などがあり 

ます。 

 

かぶとや武
む

者
しゃ

人
にん

形
ぎょう

、こいのぼりを飾
かざ

り、「ちまき」や

「かしわもち」を食
た

べて、男
おとこ

の子
こ

の 

健
すこ

やかな成
せい

長
ちょう

を祝
いわ

います。香
かお

りの強
つよ

い 

菖
しょう

蒲
ぶ

を入
い

れたお風
ふ

呂
ろ

につかり、厄
やく

を払
はら

う 

風
ふう

習
しゅう

もあります。 

 

願
ねが

い事
ごと

を書
か

いた短
たん

冊
ざく

を笹
ささ

竹
だけ

につるし、技
ぎ

芸
げい

上
じょう

達
たつ

、豊
ほう

作
さく

などを願
ねが

う「星
ほし

祭
まつ

り」が行
おこな

われます。行
ぎょう

事
じ

食
しょく

として 

「そうめん」が食
た

べられていますが、夜
よ

空
ぞら

に 

浮
う

かぶ天
あま

の川
がわ

や、機
はた

織
お

りに使
つか

う糸
いと

に見
み

立
た

てている 

など、いろいろな由
ゆ

来
らい

があります。 

菊
きく

の強
つよ

い香
かお

りで邪
じゃ

気
き

を払
はら

い、長
ちょう

寿
じゅ

を願
ねが

います。現
げん

代
だい

では、

あまりなじみがありませんが、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

には五
ご

節
せっ

句
く

を締
し

めく

くる行
ぎょう

事
じ

として、菊
きく

の花
はな

見
み

をするなど、一
いっ

般
ぱん

の 

人
ひと

びとの間
あいだ

でも盛
せい

大
だい

に行
おこな

われていました。 

 

 


